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今さん106歳の誕生日「おめでとう！」   
　つがる市で最高齢の今ソワさん（明治36年 3 月16
日生・稲垣町）の一足早い誕生会が 3月13日、シル
バー創造センター「寿幸会館」で行われ、寿幸会の
会員らがお祝いしました。
　誕生会では、「106」をかたどった数字のローソク
がケーキに立てられ、ローソクに火がつけられると
ソワさんは勢いよく吹き消し、「毎日、弁当を持っ
てみんなといっしょに草履を作るのが私の喜びです。
今日は祝ってくれてありがとう」とお礼の言葉を述
べていました。
　ソワさんは毎日、寿幸会館で 2足のわら草履を完
成させた後、老人福祉センターの温泉に入ってから
帰宅し、夕飯を食べて夜 6時には就寝するそうです。
　現在は長男の喜代志さん夫婦と 3人暮らし。
　ソワさんが生まれた明治36年は、空を飛ぶ夢を持ち続けていたライト兄弟が、手作り飛行機で人類初の動力飛
行を成功させた歴史的出来事があった年でもあります。

　　　　　　　　　　　大空高く、舞い上がれ！「津軽凧」
　第15回稲垣凧揚げ大会が 3月15日、稲垣町の岩木川河川公園で開
催され、県内外から40団体、約350人の愛好者たちが集まって凧揚
げの腕を競いました。
　同大会は稲垣凧の会（横山勇一会長）が主催。競技は子供の部、
一般Ａクラス、Ｂクラス、Ｃクラス、Ｄクラス（団体）、創作凧の部に別
れて行われ、凧の揚げ方、安定度、鳴りなどの審査が行われました。
　この日は風に恵まれて、西の内31枚以上の大凧が空高く舞い上が
り、今大会最大の
西の内121枚の凧
が揚がると、会場
からは大きな歓声
が沸いていました。

森田保育所卒園児に「まつり札」を寄贈　　
　書家「らくがき屋」の相馬吞気（のんき・森田町
在住）さんが 3月 2日、森田保育所を訪れ、今年度
の卒園児35人にまつり札をプレゼントしました。
　まつり札は縦 6㌢、横 4㌢のブナ材にひもが通さ
れたもので、相馬さんは祝福と励ましの思いを込め
て、札に一筆一筆、個性ある書体で園児たちの名前
を書き入れていました。
　出来上がったまつり札を首に掛けた園児らは
「かっこいい、大事にします」とうれしそうに話し、
「名前を付けてくれた両親に感謝の気持ちを持って
くれたらいいね」と相馬さんは語っていました。

結果は次の通り。（敬称略・最優秀賞のみ）

■子供の部：新谷優奈（高野凧の会）
■Ａクラス：太田清彦（車力津軽凧愛好会）
■Ｂクラス：佐藤昭司（いしがみ凧の会）
■Ｃクラス：県凧の会連合会長賞　清野正義（岩木凧の会）
■Ｄクラス：鶴田凧の会
■創作の部：三上大助（光風凧の会）

勇壮に空へ舞い上がる大型の凧

まつり札に園児の名前を書き入れる相馬さん

満面の笑みを浮かべて花束を受け取る今さん（左）
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TownNews ̶ ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

縄文遺跡群の課題探る 世界文化遺産セミナー
　ユネスコ世界文化遺産候補になっている北海道・北東北を中
心とした縄文遺跡群（亀ヶ岡石器時代遺跡と田小屋貝塚含む）
に理解を深める世界文化遺産セミナー「つがる市勉強会2009」
が 3月19日、松の館で行われました。
　セミナーは「青森県の縄文遺跡群」世界遺産をめざす会（林
光男会長）が主催、地元のＮＰＯ法人つがる縄文の会と亀ヶ岡
縄文塾が共催し、市内外から約90人が参加。市教委学芸員の佐
野忠史さんが、昨年の亀ヶ岡と田小屋野両遺跡の試掘調査につ
いて報告し、岩手県教委生涯学習文化課の斎藤邦雄主任主査が、
平泉の世界遺産登録の取り組み状況等を紹介しました。
　また、県教委三内丸山遺跡保存活用推進室長の岡田康博を
コーディネーターにパネルディスカッションも行われ、「市民
が地元の宝として理解を深め、情報発信していきましょう」と
呼び掛けていました。

友好の輪を広めるために 
　市と姉妹都市交流を続けている米国メーン
州バス市への訪問団壮行会が3月14日、松の
館で行われました。今回の訪問団は、秋田谷
要藏特別参与を団長に、中学生 8人、事務局
2人の11人。 3月27日から 4月 4日までの日
程でホームステイを通して、文化交流や施設
訪問等を行いながら、国際交流を体験してき
ます。
　壮行会では、生徒を代表して傳法谷強君（木
造中 2年）が「ホームステイ先の家族と交流を
深めてきます」と抱負を述べ、ジュースで乾
杯しながら無事に帰国することを誓いました。

生徒代表であいさつする傳法谷君

「世界遺産をめざすために」と題してのパネルディスカッション

安心して暮らせる地域
づくりに貢献します

　市では平成20年度に再編交付金と
民生安定事業補助金を活用して、市
民が安全で安心して暮らせるように、
地域のニーズにあわせた車両等を購
入しました。主な車両等を紹介します。

【救助工作車】 【小型動力ポンプ付積載車】 【小型動力ポンプ付積載車】

【交通安全広報車】 【市内循環バス】
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行　

政　

相　

談

〈
木
造
会
場
〉

● 

4
月
10
日
㈮
、
24
日
㈮
、
5
月
8

日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

　

▽
市
役
所
2
階
相
談
室

　

行
政
相
談
委
員　

工
藤
義
則
氏

　

木
造
若
緑
5
の
7

電
話
42
・
5
5
6
8

〈
森
田
会
場
〉

●
4
月
10
日
㈮
午
前
10
時
〜
正
午

　

▽
森
田
公
民
館

　

行
政
相
談
委
員　

佐
藤
朋
子
氏

　

森
田
町
床
舞
豊
原
84
の
2

電
話
26
・
2
3
7
0

〈
稲
垣
会
場
〉

● 

4
月
22
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後
3

時
▽
稲
垣
公
民
館

　

行
政
相
談
委
員　

藤
田
明
夫
氏

　

稲
垣
町
豊
川
酒
田
27

電
話
46
・
3
8
6
0

〈
車
力
会
場
〉

　

毎
月
第
1
・
3
水
曜
日
に
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
で
確

認
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

● 

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
2
時
〜

4
時
▽
む
ら
お
こ
し
拠
点
館
フ

ラ
ッ
ト
電
話
69
・
5
2
1
5

　

行
政
相
談
委
員　

鳴
海　

久
氏

　

牛
潟
町
柏
山
3
の
1

電
話
56
・
3
5
1
4

献
血
に
ご
協
力
を
願
い
ま
す

● 

4
月
25
日
㈯
、
29
日
㈬
、
5
月
2

日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　

 

▽
イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ
が
る
柏
東
正

面
入
口

問
健
康
推
進
課
（
内
線
3
0
3
）

　

農　

家　

相　

談

　

農
地
の
売
買
、
賃
貸
借
等
に
つ
い

て
相
談
し
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

● 

4
月
23
日
㈭
、
5
月
21
日
㈭
午
前

9
時
30
分
〜
正
午
▽
稲
垣
支
所
／

午

後
1
時
30
分
〜
4
時
▽
車
力
支
所

問
つ
が
る
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
柏
支
所
内
）
電
話
25
・
3
8
2
0

緊
急
経
済
対
策

短
期
臨
時
職
員
の
採
用（
再
募
集
）

●
内　
　

容
▽
山
林
の
間
伐
作
業
員

●
勤
務
地
▽
つ
が
る
森
林
組
合

●
募
集
人
員
▽
10
人

●
雇
用
期
間
▽
6
月
中
（
20
日
間
）

● 

対　
　

象
▽
平
成
20
年
10
月
1
日

以
降
に
離
職
さ
れ
た
方
を
優
先

●
応
募
締
切
▽
4
月
30
日
㈭

　

 （
※
郵
送
の
場
合
は
4
月
30
日
の

消
印
有
効
）

● 

応
募
方
法
▽
市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
市
内
に
居
住

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も

の
（
免
許
証
や
保
険
証
の
写
し
）、

離
職
が
確
認
で
き
る
も
の
（
離
職

票
の
写
し
）
を
添
え
て
提
出

● 

採　
　

用
▽
面
接
で
決
定
（
日
時

等
は
後
日
、
案
内
し
ま
す
）

●
履
歴
書
等
の
提
出
先

　

〒
0
3
8

－

3
1
9
2

　

つ
が
る
市
木
造
若
緑
61
の
1

　

つ
が
る
市
役
所

経
済
部　

地
域
振
興
対
策
室

問
地
域
振
興
対
策
室（
内
線
4
1
8
）

市
都
市
計
画
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

つ
が
る
市
の
20
年
後
の
将
来
像
を

想
定
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
土
地
利

用
、
道
路
、
公
園
な
ど
の
良
好
な
ま

ち
づ
く
り
の
方
針
を
示
す
「
つ
が
る

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

4
月
中
旬
頃
に
市
内
に
居
住
す
る

約
3
，0
0
0
人
の
方
々
を
無
作
為
に

選
び
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
建
築
住
宅
課
（
内
線
3
8
5
）

　

海
外
販
路
共
同
開
拓
を
支
援

　

㈶
地
域
総
合
整
備
財
団
で
は
、
中

国
で
の
食
料
品
展
示
商
談
会
を
通
し

て
、
海
外
販
路
開
拓
の
支
援
を
行
い

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
地
域
振
興
対
策
室（
内
線
4
2
6
）

　

合
併
浄
化
槽
の
費
用
補
助

　

市
で
は
、
公
共
下
水
道
認
可
区
域

外
及
び
農
業
集
落
排
水
実
施
区
域
外

に
お
い
て
、
既
設
単
独
浄
化
槽
又
は

既
設
汲
み
取
り
便
所
か
ら
合
併
浄
化

槽
へ
設
置
換
え
を
行
う
方
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

※ 

合
併
浄
化
槽
と
は
、
し
尿
と
生
活

排
水
を
併
せ
て
処
理
す
る
た
め
の

施
設
で
す
。

〈
補
助
金
の
対
象
と
な
る
建
物
〉

専
用
住
宅
（
主
に
住
居
の
用
に
供
す

る
建
物
で
、
店
舗
等
の
床
面
積
が
総

床
面
積
の
2
分
の
1
未
満
で
あ
る
併

用
住
宅
を
含
む
建
物
）

※ 

専
用
住
宅
を
新
た
に
建
設
し
、
合

併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
に
つ
い

て
は
、
対
象
外
で
す
。

〈
補
助
金
の
対
象
区
域
〉

　

つ
が
る
市
全
域
で
、
公
共
下
水
道

認
可
区
域
外
及
び
農
業
集
落
排
水
実

施
区
域
外
と
し
ま
す
。

〈
補
助
金
の
額
〉

•
5
人
槽　
　

 

1
8
6
，0
0
0
円

•
6
〜
7
人
槽 

2
1
9
，0
0
0
円

•
8
〜
10
人
槽 

2
7
6
，0
0
0
円

〈
平
成
21
年
度
受
付
基
数
〉

　

10
基
程
度

※ 

規
定
数
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

問
下
水
道
課
（
内
線
3
7
2
）

水
田
農
業
対
策
室
の

電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
す

　

柏
支
所
内
の
水
田
農
業
対
策
室
の

電
話
番
号
に
直
通
番
号
が
で
き
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

電
話
番
号
25
・
3
9
1
1

4月1日から下記のとおりになりましたので、お知らせします。

名　　称 受 付 日 受付時間 休 業 日

木造・稲垣一般廃棄物
最 終 処 分 場

月曜日から金曜日、第3日曜日
（但し、第3日曜日の翌日は休業）

午前： 9時～11時　　
午後： 1時～ 4時　　

12月29日～1月3日、
国民の祝日

森 田 一 般 廃 棄 物
最 終 処 分 場 毎週火曜日・土曜日 午前： 8時30分～正午

午後： 1時～ 4時30分 12月29日～1月3日

車力一般廃棄物最終処分場 毎週日曜日 午前 8時～午後 4時 12月29日～1月3日

問環境衛生課（内線282）

一般廃棄物最終処分場へのごみ搬入日について

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

【
お
知
ら
せ
の
見
方
】

申
申
し
込
み　

問
問
い
合
わ
せ

申
・
問
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ホ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

e
ｅ
メ
ー
ル

記事中に電話番号がない場合は、☎42‒2111 をダイヤルして
内線番号か課名をお話しください
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In
fo
rm
a
ti
o
n

余
剰
リ
ン
ゴ
は
適
正
に

処
理
し
ま
し
ょ
う

　

最
近
、
隣
接
市
町
の
岩
木
川
沿
い

の
土
手
周
辺
に
、
リ
ン
ゴ
の
不
法
投

棄
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

余
剰
リ
ン
ゴ
は
、
園
地
へ
の
す
き

込
み
、
堆
肥
等
の
製
造
を
し
て
、
適

正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。
堆
肥
の
製

造
に
関
す
る
資
料
は
、
市
役
所
農
林

水
産
課
、Ｊ
Ａ
つ
が
る
に
し
き
た（
柏

支
店
・
森
田
支
店
）
に
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
農
林
水
産
課
（
内
線
4
1
4
）

　

森
田
公
民
館
公
開
講
座

　

歌
会
始
の
儀
に
2
年
連
続
し
て
入

選
し
招
か
れ
た
、
中
村
氏
を
講
師
に

招
き
、
ご
自
身
の
貴
重
な
経
験
と
短

歌
の
魅
力
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

● 

日
時　

 

5
月
9
日
㈯
午
後
2
時
〜

3
時

●
場
所　

森
田
公
民
館

●
演
題　
「
私
と
短
歌
」（
仮
題
）

●
講
師　

中
村
正
行
氏（
車
力
町
在
住
）

●
料
金
無
料

問
森
田
公
民
館

電
話
26
・
2
5
6
6

公
開
講
演「
第
36
回
青
森
県

医
学
検
査
学
会
」の
開
催

●
期
日　

5
月
16
日
㈯

●
場
所　

五
所
川
原

　
　
　
　

Ｅ
Ｌ
Ｍ
文
化
セ
ン
タ
ー

●
講
演
①　

午
後
1
時
30
分
〜

　

演
題
「 

脳
梗
塞
の
未
病
検
査
と
治
療
」

　

講
師　

 

金
澤
武
道
氏
（
医
療
法
人

芙
蓉
会
村
上
病
院
名
誉
医

院
長
）

●
講
演
②　

午
後
2
時
30
分
〜

　

演
題
「 

偉
大
な
先
人
た
ち
の
伝
統

文
化
〜
立
佞
武
多
〜
」

　

講
師　

 

菊
池
忠
氏
（
津
軽
鉄
道
営

業
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）

※ 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
成
人
病
セ
ン
タ
ー
（
丸
山
技
師
）

電
話
42
・
3
1
1
1

自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生

募
集（
陸
・
海
・
空
）

●
応
募
資
格

　

 

平
成
21
年
4
月
1
日
現
在
で
18
歳

以
上
27
歳
未
満
の
男
女
（
高
校
生

は
除
く
）

●
受
付
締
切　

5
月
12
日
㈫

●
試
験
日　

5
月
23
日
㈯

●
試
験
会
場　

弘
前
駐
屯
地

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
五
所
川
原
地
域
事
務
所

電
話
35
・
2
3
0
5

「
鰺
ヶ
沢
道
路
」環
境
調
査

説
明
会
及
び
報
告
書
の
縦
覧

　

青
森
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
津

軽
自
動
車
道
「
鰺
ヶ
沢
道
路
」
の
環

境
調
査
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
ま
し

た
の
で
、
説
明
会
の
開
催
と
報
告
書

の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

〈
説
明
会
〉

●
日
時　

 

4
月
27
日
㈪
午
後
7
時
〜

9
時

●
場
所　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー（
鰺
ヶ
沢
町
）

　

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

〈
報
告
書
縦
覧
〉

● 

期
間　

 

4
月
27
日
㈪
〜
5
月
26
日

㈫
※
土
日
祝
日
を
除
く

●
場
所
・
時
間

　

①
鰺
ヶ
沢
町
役
場
建
設
管
財
課

　
　

午
前
8
時
10
分
〜
午
後
5
時

　

②
青
森
河
川
国
道
事
務
所

調
査
第
二
課

　
　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

●
意
見
提
出
方
法

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
、
郵
送

（
様
式
自
由
）

●
意
見
提
出
期
限　

5
月
26
日
㈫

提
出
・
問
・ｅ

青
森
河
川
国
道
事
務
所
調
査
第
二
課

〒
0
3
0

－

0
8
2
2

青
森
市
中
央
3
丁
目
20
の
38

電　

話
0
1
7
・
7
3
4
・
4
5
7
0

Ｆ
Ａ
Ｘ
0
1
7
・
7
2
2
・
2
3
8
4

ao
m
o
ri@
th
r.m
lit.g
o
.jp

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
室
の
生
徒
募
集

　

市
内
の
小
学
生
で
あ
れ
ば
男
女
問

わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。（
見

学
も
で
き
ま
す
）

●
練
習
日
・
場
所

　

毎
週
月
曜
日
▽ 

木
造
中
央
公
民
館

体
育
館

　

水
・
金
曜
日
▽
木
造
体
育
セ
ン
タ
ー

●
時　

間　

午
後
7
時
〜
9
時

※ 

教
室
に
参
加
す
る
際
は
、
ス
ポ
ー

ツ
保
険
の
加
入
が
必
要
で
す
。

問
つ
が
る
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

事
務
局（
成
田
）電
話
46
・
2
1
5
6

　

春
の
山
野
草
展
示
会

●
日
時 　

5
月
3
日
㈰
〜
4
日
㈪
午

前
9
時
〜
午
後
5
時

　

※
4
日
は
4
時
ま
で

●
場
所　

木
造
中
央
公
民
館

　

入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
屏
風
山
植
物
愛
好
会（
葛
西
誠
一
）

電
話
42
・
2
2
9
3

　
「
つ
が
る
歩
け
の
会
」の
会
員
募
集

　

自
然
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、
楽
し

く
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
健
康
の
た

め
に
歩
い
て
い
る
方
、
ひ
と
り
で
歩

く
の
は
お
っ
く
う
な
方
、
一
緒
に
歩

き
ま
し
ょ
う
。

問
つ
が
る
歩
け
の
会
（
小
田
原
）

電
話
0
9
0
・
2
3
6
3
・
9
5
6
0

「見直そう 森の恵みと 火の始末」
　春は空気が乾燥して、山火事が発生しやすい季
節です。風の強い日のたき火や火入れなどは絶対
にやめましょう。山火事は、一瞬にして貴重な森
林を消失し、その回復には長い年月と多くの労力

を要します。貴重な森林財産を大
　　　　　　　 切にしましょう！

　山火事防止運動強化期間　
3月20日から 6月10日まで

き
づ
く
り
・
秋
桜
団
地

「
宅
地
分
譲
中
」

■所　　在：つがる市木造川除
■区 画 数：20区画
■区画面積：269㎡（81．4坪）～350㎡（105．8坪）
■区画価格：224万円～280万円
■特別価格宅地分譲制度
　 　 4 月27日から 5 月 1 日（祝日は除く）の
期間は、 5 区画限定で 1 区画当たり20％
引きで販売します。（但し、申込者多数の
場合は抽選となることもあります）

■複数区画宅地分譲制度
　 　 2 区画以上契約した場合や既契約者が
新たに区画を購入する場合は、割り引き
します。（分譲価格の10％以上）

■新築住宅一般公開制度
　 　分譲地購入後1年以内に、完成住宅を 3
日間一般公開して頂ける場合には、分譲
価格の 5％を割り引きます。

現地相談会／ 4月25日㈯午前10時～午後 4時　場所：きづくり・秋桜団地の現地テント
【問い合わせ先】管財課（内線334）又は青森県住宅供給公社（電話017－723－1627）

市役所 ☎42 ‒ 2111




